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（２）

　町では、更なるごみの減量を図るた

めに８月からプラスチック類収集を開

始しました。これにより３６種類と分

別数日本一となりました。これは、町

民の皆さんのごみへの関心の高さを表

したもので誇れることだと思います。

しかしながら、まだまだ資源となる物

がごみとして出されています。更なる

分別の徹底によるごみの減量化を考え

てみませんか？

みんなの
協力で

日本一

分
別
数
日
本
一
の
明
和
町

　
本
町
は
、
早
く
か
ら
ご
み
問
題
に
取

り
組
み
、
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク

ル
の
た
め
に
、
資
源
と
な
る
物
の
分
別

収
集
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ご
み
の
分
別
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ご
み
処
理
費
用
を
節
約
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
平
成
　
年
度
の
資
源
ご
み
と

１９

し
て
売
却
す
る
こ
と
で
約
３
５
０
万
円

の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
ご
み

と
し
て
焼
却
や
最
終
処
分
場
に
埋
め
立

て
た
場
合
は
、
約
１
８
３
０
万
円
の
処

理
費
用
が
発
生
し
ま
す
。

　
更
に
ご
み
を
減
量
す
る
た
め
に
、
今

月
か
ら
は
、
今
ま
で
可
燃
ご
み
や
粗
大

ご
み
と
し
て
出
し
て
い
た
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
の
収
集
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
分
別
数
日
本
一
の
町
と

な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
収
集
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
は
、
資
源
化
工
場
で
加
工
さ
れ
て

石
炭
に
代
わ
る
固
形
燃
料
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
る
な
ど
、
資
源
の
有
効
活
用
や

ご
み
の
減
量
化
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

ば
か
り
で
な
く
、
ご
み
処
理
費
用
を
１

茜
当
た
り
　
円
も
節
約
（
　
年
度
の
場

１３

２０

合
）
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
に
ぜ
ひ
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。　

【
収
集
出
来
る
主
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
】

★
対
象
品
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
出
来
た

植
木
ば
ち
・
Ｃ
Ｄ
・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
・
バ
ケ
ツ
・
プ

ラ
ン
タ
ー
等
で
す
。

　あなたの周りには、不要な物はありませんか？捨てるときはどうされて

いますか？私は細かく分別して、町の資源物収集場所へ出しますのでごみ

はびっくりするくらい少ないです。

　そこで、私の提案ですが、まず、分別してリサイクルしましょう。分別

では、日本一を誇る我が町ですが、燃えるごみは館林市へ委託し処理して

貰っています。これはたくさんの税金が使われてるし、処理灰の埋め立て

場も困っているようです。みんなでごみを減らしましょう。分別はやっ

てみれば簡単、慣れればもっと簡単です。

　特に小さいお子さんのいる家庭では、一緒に取り組んでみてはどうで

しょう。結構楽しんでやると思いますよ。小さいときに身に付いてしま

えば、将来ためになると思いませんか。また、分別した物はお遣いのつい

でに収集場所へ。何でも大変と思わず楽しむようにする・継続すると楽し

くなる・結果的には楽になる勝私のモットーです。

　最後に私から町への要望です。

　分別は出来ても収集場所へ持って行く手段がない家庭について良案を考えていただきたいと思います。

また、以前に雑紙類の分別について担当のかたからわかりやすい説明がありました。このようにもう一度地区別にごみ

の分別について直接指導していただけるとよいと思います。

分別は慣れてしまえば簡単

       中谷　橋本文江



（３）広報めいわ　平成２０年８月１０日

　
私
た
ち
の
生
活
上
、
必
ず
出
て
く
る

の
が
「
ご
み
」
で
す
。
し
か
し
「
ご
み
」

と
一
言
で
い
っ
て
も
、
幅
が
広
く
奥
も

深
い
も
の
で
す
。
経
済
の
成
長
と
と
も

に
大
量
生
産
と
大
量
消
費
が
も
て
は
や

さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
使
い
捨
て
社
会
に

拍
車
を
か
け
、
大
量
の
廃
棄
物
を
生
み

出
し
、
深
刻
な
ご
み
問
題
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
こ
の
ご
み
問
題
を
解
消
す
る

た
め
に
、
私
た
ち
が
す
ぐ
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
…
、
そ
れ
は

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
で
す
。

　
不
必
要
と
し
て
ご
み
扱
い
で
出
さ
れ

る
物
の
中
に
は
、
資
源
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
し
、
別
の
物
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

る
物
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
再
資

源
化
は
環
境
面
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。

資
源
の
乏
し
い
わ
が
国
に
と
っ
て
循
環

型
社
会
の
実
現
は
大
き
な
意
義
が
あ
り

ま
す
。
ご
み
問
題
を
自
分
自
身
の
こ
と

と
し
て
見
直
す
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
せ
ん
か
。

ご
み
を
減
ら
す
に
は
資

源
化
す
る
こ
と

■明和町の資源ごみ（平成２０年度）

旧
役
場
庁
舎
資
源
物
収
集
所
を

「
も
っ
た
い
な
い
館
」に
改
称

～
２
階
で
は
古
着
を
リ
ユ
ー
ス
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
～

　
現
在
、
町
で
は
古
着
類
を
収
集
し
て

い
ま
す
。

　
収
集
さ
れ
た
古
着
類
は
、
古
布
加
工

業
者
の
手
で
品
質
別
、
用
途
別
に
細
か

く
分
け
ら
れ
、
ウ
ェ
ス
（
工
業
用
雑
巾
）

に
加
工
さ
れ
た
り
、
そ
の
ま
ま
衣
料
と

し
て
再
利
用
さ
れ
た
り
、
反
毛
材
料
と

し
て
毛
布
や
洋
服
用
生
地
、
軍
手
の
材

料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
着
を
含
む
繊
維
類
は
、
年
間
約
１
０

０
万
ト
ン
も
排
出
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
量
は
ま

だ
少
な
く
、
約
　
万
ト
ン
程
度
と

２０

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
町
で
は
「
捨
て
る
に
は

も
っ
た
い
な
い
」
古
着
を
町
内
で

の
リ
ユ
ー
ス
を
推
進
す
る
た
め
、

旧
役
場
庁
舎
資
源
物
収
集
所
を

「
も
っ
た
い
な
い
館
」
と
改
め
、
２

階
に
古
着
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し

た
。
も
っ
た
い
な
い
館
は
、
ま
だ

ま
だ
着
ら
れ
る
洋
服
を
皆
さ
ん
に

ご
提
供
い
た
だ
き
、
必
要
な
か
た

に
譲
り
大
切
に
ご
着
用
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
「
リ
デ
ュ
ー
ス
＝
ご

み
を
出
さ
な
い
」
と
「
リ
ユ
ー
ス

＝
再
利
用
す
る
」
を
身
近
な
こ
と
か
ら

実
践
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
願
い
か

ら
設
置
し
ま
し
た
。

　
成
長
の
早
い
お
子
様
の
「
も
う
着
ら

れ
な
い
洋
服
」
や
購
入
し
た
も
の
の
「
あ

ま
り
袖
を
通
し
て
い
な
い
洋
服
」
な
ど

で
「
捨
て
る
に
は
も
っ
た
い
な
い
洋
服
」

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
「
も
っ
た
い

な
い
館
」
に
ご
提
供
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

もったいない館２階に開設された古着コーナー

ごみ減量への取り組み



（４）

五
穀
豊
穣
、
天
下
泰
平
を
願
っ
て

　
７
月
は
各
地
区
で
伝
統
的
な
祭

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昔
、
旱
魃
（
か
ん
ば
つ
）
が
あ

り
、
さ
さ
ら
で
雨
乞
い
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
に
わ
か
に
雨
が
降
り
出

し
た
と
伝
え
ら
れ
、
以
来
、
五
穀

豊
穣
、
天
下
泰
平
を
願
っ
て
、
こ

の
さ
さ
ら
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

３
０
０
年
以
上
と
い
わ
れ
る
伝
統

を
誇
る
さ
さ
ら
も
あ
り
、
後
世
に

残
し
た
い
、
町
の
代
表
的
な
祭
り

で
す
。

江口のささ江口のささらら

大輪の里神　大輪の里神楽楽大輪の里神　大輪の里神楽楽斗合田のささ斗合田のささらら

江口のささ江口のささらら下江黒のささ下江黒のささらら

下江黒のささ下江黒のささらら

後
世
に
残
し
た
い
伝
統
の
ま
つ
り
　
　
～
さ
さ
ら
、里
神
楽
～



（５）広報めいわ　平成２０年８月１０日

　
健
康
づ
く
り
課
　
　
　
　
内
線
１
２
４

【
長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
の
支

払
い
方
法
を
特
別
徴
収
か
ら
普
通

徴
収
へ
変
更
可
能
】

　
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
）
の
保
険
料
の
支
払
い

方
法
を
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

か
ら
、
普
通
徴
収
（
口
座
振
替
納

付
）
へ
変
更
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
長
寿
医
療
制
度
の

保
険
料
を
本
年
４
月
か
ら
年
金
か

ら
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
る
か

た
、
ま
た
は
　
月
か
ら
年
金
か
ら

１０

お
支
払
い
い
た
だ
く
予
定
と
な
っ

て
い
る
か
た
の
内
、
次
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
か
た
は
、
保

険
料
の
お
支
払
い
方
法
を
特
別
徴

収
か
ら
普
通
徴
収
に
変
更
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
所
得
税
お
よ
び
個
人
住

民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
が
世
帯

主
ま
た
は
配
偶
者
に
適
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

□
要
件

・
国
民
健
康
保
険
税
を
確
実
に
納

付
し
て
い
た
か
た（
本
人
）が
口

座
振
替
に
よ
り
納
付
す
る
場
合

・
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
が
い
る

か
た（
年
金
収
入
が
１
８
０
万

円
未
満
の
か
た
）で
そ
の
口
座

振
替
に
よ
る
納
付
す
る
場
合

□
申
込
期
限
　
８
月
　
日
　

２１

（木）

※
申
込
期
限
の
８
月
　
日
ま
で
申

２１

し
出
の
あ
っ
た
か
た
の
保
険
料
は
、

　
月
分
の
年
金
か
ら
の
お
支
払
い

１０を
中
止
す
る
手
続
を
行
い
ま
す
が
、

８
月
　
日
過
ぎ
に
申
し
出
の
あ
っ

２１

た
か
た
の
保
険
料
は
、　

月
分
の

１０

中
止
手
続
き
に
間
に
合
い
ま
せ
ん

の
で
、　

月
分
以
降
の
年
金
か
ら

１２

中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご
希
望
の
か
た
は
、
直
接
、
税
務

課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
の
軽

減
割
合
が
拡
大
】

　
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
）
の
保
険
料
の
軽
減
割

合
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
者
と
な
る
か
た
で
普
通
徴

収
の
か
た
へ
は
、
８
月
末
日
こ
ろ

に
通
知
予
定
で
す
。
ま
た
、
特
別

徴
収
の
か
た
へ
は
、
９
月
末
日
こ

ろ
発
送
予
定
の
本
算
定
決
定
通
知

で
減
額
後
の
保
険
料
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

□
平
成
　
年
度
の
均
等
割
額
が
７

２０

割
に
軽
減
さ
れ
て
い
る
世
帯
の

か
た
　
一
律
　
割
軽
減

８．５

□「
賦
課
の
基
と
な
る
所
得
金
額
」

が
　
万
円
以
下
の
か
た
　
所
得

５８
割
額
を
一
律
５
割
軽
減

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
（
内
線
１

１
３
）
ま
た
は
健
康
づ
く
り
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
の
支
払
い
方
法
・
軽
減
割
合
が
変
更

■募集対象

焔個人　庭先・農地等

焔団体   地域・ 会社・事業所・官公署・ 

学校・集会所等公共施設

■応募期限　９月５日（金）

■審査方法　主に写真審査となりますが、

９月中旬ごろ現地審査を行います

■応募方法　経済課に用意してありま

す応募用紙に写真を貼って、区長、

地区の花いっぱい指導員または、直

接経済課にお申し込みください

※詳しくは、経済課（内線１５３）へお

問い合わせください。

国民健康保険証は

窓口等で

お受取りできます

　新しい保険証は、９月下旬に普通

郵便で郵送予定ですが、特別な事情

などで窓口交付・配達記録郵便（個

人負担）をご希望のかたは、８月３１

日までに健康づくり課（内線１２４）

へご相談ください。

花いっぱい運動に
参加しませんか

  　
町
で
は
、
次
の
と
お
り
総

合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
日
時
  ８
月
　
日
　
　
午
前

３１

（日）

８
時

■
場
所
   明
和
中
学
校
校
庭

■
内
容
   非
常
召
集
訓
練
、
情

報
収
集
訓
練
、
高
層
建
物

救
出
救
助
訓
練
、
有
毒
ガ
ス

対
応
訓
練
等
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す

※
皆
さ
ん
ぜ
ひ
、
ご
見
学
く

だ
さ
い
。
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

総
務
課
（
内
線
２
１
２
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
合
防
災
訓
練
が

　
　
行
わ
れ
ま
す



（６）

省
エ
ネ
改
修
工
事
で
固
定
資
産
税
減
額

　
町
労
使
教
育
委
員
会
で
は
、

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
ツ

ア
ー
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
期
日
　
９
月
　
日
　

２７

（土）

■
場
所
　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

シ
ー

■
対
象
　
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
の
労
働
者
・
使
用
者
と

そ
の
家
族
（
中
学
生
以
下
父

兄
同
伴
）

■
参
加
費
（
一
人
当
た
り
）　

・
４
歳
以
上
小
学
生
未
満
　

　
２
０
０
０
円

・
小
学
生
　
３
０
０
０
円

・
中
学
生
以
上
　
４
０
０
０
円

※
参
加
費
に
は
、
１
日
間
フ

リ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
代
が
含
ま

れ
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
先
着
　
人
４０

■
申
込
開
始
　
８
月
　
日
　

２６

（火）

午
前
９
時

■
申
込
方
法
　
直
接
、
経
済

課
へ
申
し
込
む
（
電
話
の

申
し
込
み
は
出
来
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
下
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、
労
使
教
育
委

員
会
（
経
済
課
内
）
へ
。

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー

ツ
ア
ー
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
労
使
教
育
委
員
会
　
内
線
１
５
２

　
環
境
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
６
２

こ
さ
切
り
・
雑
草
刈
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
民
地
か
ら
道
路
側
に
伸
び
た
木

の
枝
や
雑
草
は
、
歩
行
者
の
通
行

の
妨
げ
や
道
路
標
識
が
見
え
に
く

く
な
る
等
、
交
通
の
安
全
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

■
こ
さ
切
り

　
特
に
、
歩
道
に
面
し
て
い
る
家

で
は
、
生

け
垣
や
植

木
が
伸
び

た
ら
、
手

入

れ

を

行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
見
通
し

を
良
く
し

て
お
か
な
い
と
、
交
通
事
故
や
犯

罪
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

■
草
刈
り

　
雑
草
が
盛
ん
に
生
い
茂
る
時
期

に
な
り
ま
し
た
。
早
め
の
対
策
を

取
る
こ
と
に
よ
り
、
除
草
も
簡
単

に
済
み
、
蚊
や
害
虫
の
発
生
、
ご

み
の
不
法
投
棄
、
犯
罪
や
交
通
事

故
を
防
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　

　
近
隣
の
か
た
が
た
に
迷
惑
が
か

か
る
前
に
土
地
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行

う
と
、
そ
の
住
宅
の
固
定
資
産
税

が
減
額
さ
れ
ま
す
。
該
当
さ
れ
る

か
た
は
、
税
務
課
へ
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
家
屋
（
住
宅
）】

○
平
成
　
年
1
月
1
日
以
前
か
ら

２０

存
在
す
る
住
宅
（
賃
貸
住
宅
は

除
く
）

【
対
象
と
な
る
改
修
工
事
】

○
平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

２０

　
年
３
月
　
日
ま
で
の
間
に
、

２２

３１

現
行
省
エ
ネ
基
準
に
新
た
に
適

合
す
る
工
事
を
行
っ
た
住
宅

○
当
該
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用

が
　
万
円
以
上
の
も
の

３０

○
新
た
に
適
合
す
る
工
事

　
①
窓
の
改
修
工
事（
複
層
ガ
ラ

ス
化
な
ど
）

　
①
と
併
せ
て
行
う
次
の
い
ず
れ

か
の
工
事

・
床
の
断
熱
工
事

・
天
井
の
断
熱
工
事

・
壁
の
断
熱
工
事

【
減
額
内
容
】

○
改
修
工
事
が
完
了
し
た
年
の
翌

年
度
分
に
限
り
、
改
修
住
宅
に

か
か
る
固
定
資
産
税
の
３
分
の

１
を
減
額
（
１
戸
当
た
り
１
２

０
逢
を
限
度
）

【
申
請
方
法
】

　
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し

た
工
事
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書

（
建
築
士
、
指
定
確
認
検
査
機
関
ま

た
は
、登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関

か
ら
発
行
）を
添
付
し
て
、
改
修
後

３
か
月
以
内
に
税
務
課
へ
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
へ
。

　
税
務
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
１
２

町のお知らせテレホンサービス

　「テレドーム」をご利用下さい。
　屋外放送が聞き取れなかったことは

ありませんか？そんな時は電話で緊急

放送などの内容を聞くことができます。

緯０１８０－９９２－３０３
※恐れ入りますが通話料はご負担願い
ます。



（７）広報めいわ　平成２０年８月１０日

「
悪
徳
商
法
被
害
に
あ
わ

な
い
た
め
の
講
演
会
」開
催

■
日
時
　
８
月
　
日
　
　
午
後

２６

（火）

１
時
～
午
後
２
時

■
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
講
師
　
県
消
費
生
活
課
の
糸
井
直

之
さ
ん
、
阿
久
沢
恵
美
子
さ
ん

■
対
象
　
ど
な
た
で
も

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込

む
※
詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
健
康
づ
く
り
課
内
、

内
線
１
２
６
）
へ
。

【
明
和
こ
ど
も
園
】

□
職
種
　
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

□
募
集
人
数
　
若
干
人

□
雇
用
期
間
　
９
月
か
ら
１
か
月

間
（
６
か
月
延
長
可
）

□
時
給
　
９
３
０
円

□
資
格
等
　
保
育
士
お
よ
び
幼
稚

園
教
諭
（
両
方
）
の
資
格
を
有

す
る
か
た
（
資
格
取
得
見
込
み

を
含
む
）

□
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～

２０

午
後
５
時
　
分
　（
た
だ
し
、

２０

１
日
８
時
間
勤
務
で
、
変
則
勤

務
が
あ
り
ま
す
）

□
申
込
期
限
　
８
月
　
日
　

２５

（月）

□
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に

記
入
し
、
学
校
教
育
課
へ
直
接

申
し
込
む

□
選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接

【
小
学
校
】

□
職
種
　
公
仕

□
募
集
人
数
　
若
干
人

□
雇
用
期
間
　
　
月
か
ら
６
か
月

１０

間
（
６
か
月
延
長
可
）

□
時
給
　
８
０
０
円

□
資
格
等
　
普
通
自
動
車
免
許
を

有
す
る
か
た

□
内
容
　
学
校
の
公
仕

□
勤
務
時
間
　
午
前
７
時
　
分
～

３０

午
後
４
時
　
分
（
１
日
８
時
間
）

１５

□
申
込
期
限
　
８
月
　
日
　

２５

（月）

□
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に

記
入
し
、
学
校
教
育
課
へ
直
接

申
し
込
む

□
選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接

※
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
へ
。

　
学
校
教
育
課
　
　
　
緯
　
・
３
１
１
５

８４

町
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

　町では、高齢者福祉計画策定懇談会委員を

募集します。

　平成１８年３月に策定した「明和町高齢者保

健福祉計画」を見直し、新たに「明和町高齢

者福祉計画」を策定することになりました。

　高齢者を支える福祉サービス・介護サービ

スの提供体制の整備や生きがいづくり・健康

づくりなどを地域で計画的に推進するための

方策などを町民の皆さんと考えていきたいと

思います。　

  策定懇談会委員には、次の項目に該当するか

たなら、どなたでも参加できますので、関心

のあるかたは、ご応募ください。

□応募資格・募集人数

　明和町に在住するかたで、

①４０歳以上６４歳未満のかた勝２人

②６５歳以上のかた勝２人

③家庭での介護経験者勝２人

※応募者多数の場合は抽選

□応募方法　健康づくり課へ電話または直接

申し込む

□応募締切　８月２９日（金）

※詳しくは、健康づくり課（内線１１２）へお問

い合わせください。

高齢者福祉計画づくりに
参加してみませんか外

健康増進計画づくりに
参加してみませんか外

　健康増進計画「健康めいわ２１」の中間見直しに

伴う策定懇談会委員を募集します。お申し込み・

お問い合わせは、８月中に健康づくり課（内線

１２２）へお願いします。

「広報めいわ」は、町のホームページでも

ご覧いただけます。

 http://www.town.meiwa.gunma.jp/



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（８）

清掃活動を行う組合員

環境意識が高まる
もくもくクリーン運動

　７月２日、館林たばこ販売協同組合（野村晴三理

事長）は、環境美化活動の一環としてたばこの吸い

殻やポイ捨てごみの清掃活動を行いました。同組

合では平成１０年から館林市邑楽郡の１市５町で清

掃活動を行っており、参加した会員２１人が役場や

ふるさとの広場周辺の吸い殻などを拾い集めまし

た。野村理事長は「最近は以前に比べてポイ捨てご

みが少なくなってきている。環境意識が高まりマ

ナーがよくなっているのでは」と話していました。

　老人クラブ輪投げ大会が７月３日、社会体育館で

開かれ、老人クラブ会員５２チームが参加し、さわや

かな汗を流しました。

　この大会は、高齢者の健康維持・増進や楽しく運動

をし、ふれあいの輪を広げることを目的に毎年行われ

ています。今回の優勝は大輪Cチーム、準優勝は中

谷Ｂチーム、３位は田島Ｃチームでした。 なお、上

位３チームは７月２５日に行われる郡大会へ出場し、

健闘しました。

ふれあいの和を広げて
老人クラブ輪投げ大会

練習の成果を披露する参加者

ボウリングを楽しむ参加者

独身男女の出会いのパーティー
ときめきボウリングパーティー

　７月１３日、町労使教育委員会主催の「ときめき

ボウリングパーティー」が町内外の男女４２人が参加

して開催されました。これは、独身男女の出会いの

場を創出するための交流イベントです。

　２回目の今回は、館林市内でボウリングや交流

パーティーを行いました。パーティーは和やかな雰

囲気の中で進行し、イベントの最後には、前回の１

組を大きく上回る６組のカップルが誕生するなど、

盛り上がりのなか終了しました。

真夏のひとときを楽しむ
こども園の夏まつり

　元気いっぱいにお神輿を担ぐ園児

　７月１９日、こども園で夏まつりが開かれ、園児ら

は真夏のひとときを楽しみました。

　園庭では、かわいらしい浴衣や甚兵衛で着飾った

子どもたちが、お母さんやお父さんといっしょに

踊ったり、手作りのお 神輿 や山車で練り歩るきお祭
み こ し

りを盛り上げました。

　また、遊戯室では、くじ引きや魚すくい、輪投げ、

ドキドキランドなどを出店し、子どもたちは大喜び

でした。
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（９）広報めいわ　平成２０年８月１０日

２６年ぶりの県大会出場を決める
明和消防団ポンプ操法競技大会

　７月６日、第２８回明和消防団ポンプ操法競技大会

が役場駐車場を会場に行われました。

　午前８時からから行われた大会には町内３分団か

ら６チーム３６人の選手が出場し、日ごろ鍛えた消防

操法技術や士気の高さを競い合い、指揮者の号令で

一斉に作業に取りかかり、機敏な動きでホース延長

や的をめがけた放水などを繰り広げました。

　この磨き抜かれた技は、日ごろの訓練の賜。団員

達は、自分の仕事が終わった後、約５０日間毎晩のよ

うに集まり夜遅くまで訓練を重ねてきました。そし

て、大会当日には各分団OBや家族らが大勢駆けつ

け真剣に応援する姿がみられ、家族や仲間の支えが

団員達をここまで頑張らせているのだと感じました。

　災害発生の知らせとともに昼夜を問わず現場に急

行し、住民の生命・身体・財産を守るため災害現場

の最前線で活躍する明和消防団。恩田町長は「皆さ

んのきびきびとした動作を見て、安心して任せられ

ると実感しました」と講評していました。

　大会成績は次のとおり。優勝した第３分団第１班

は明和大会６連覇。７月２７日に行われた館林地区

消防組合大会でも館林邑楽の強豪チームを押さえて

優勝を飾り、８月２０日に群馬県消防学校で行われる

第１９回群馬県大会出場という２６年ぶりの快挙を成

し遂げました。

優　勝　第３分団第１班

　　指揮者　島田　　 聡 
さとる

　　１番員　石川　 享良 
きょうすけ

　　２番員　松本　幸英

　　３番員　荒井　信行

　　４番員　吉本　和浩

　　補　欠　斉藤　和弘

準優勝　第１分団第２班

　　指揮者　野本　寿久

　　１番員　石川　秀和

　　２番員　秋山　晃司

　　３番員　小久保智広

　　４番員　奈良　 彰記 
あきと し

　　補　欠　栗原　貴久

３　位　第２分団第１班

　　指揮者　荒井　友和

　　１番員　森尻　政仁

　　２番員　島田　照康

　　３番員　村田　和雄

　　４番員　髙瀬　陽司

　　補　欠　赤坂　 享信 
ゆきの ぶ

優秀個人賞

　　指揮者　島田　　聡

　　１番員　石川　享良

　　２番員　松本　幸英

　　３番員　小久保智広

　　４番員　吉本　和浩優秀個人賞を受賞した皆さん

６連覇を果たした第３分団第１班

臼手宣誓をする島田聡班長 

渦真剣に声援を送る団員たち 

嘘指揮者の号令で作業開始 

唄全速力で駆けつける２番員 

欝目標を定める３番員 

蔚行進する各分団

１

２

３

４

５

６



（１０）

　
教
育
委
員
会
情
報

●教育委員会・中央公民館緯84・4491●海洋センター緯84・5511●社会体育館緯84・4626

　
社
会
体
育
館
で
は
、
次
の
と
お

り
大
会
等
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

第
　
回
町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

１０
□
期
日
　
９
月
７
日
　（日）

□
対
象
　
小
学
生
以
上
の
町
内
在

住
･在
勤
･在
学
者

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
の
広
場
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
８
月
　
日
　

２４

（日）

第
　
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

１０
□
期
日
　
９
月
　
日
　

１４

（日）

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
□
場
所
　
社
会
体
育
館

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
８
月
　
日
　

３１

（日）

第
　
回
町
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

１１
□
期
日
　
９
月
　
日
　

１４

（日）

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

□
場
所
　
利
根
川
総
合
運
動
場

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
８
月
　
日
　

３１

（日）

第
　
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

１０
大
会

□
期
日
　
９
月
　
日
　

２１

（日）

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
の
広
場
Ｂ

ゾ
ー
ン

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
９
月
７
日
　（日）

第
９
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
テ
ニ
ス
大

会□
期
日
　
９
月
　
日
　

２３

（祝）

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
の
広
場
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
９
月
７
日
　（日）

第
　
回
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

１０
□
期
日
　
９
月
　
日
　

２８

（日）

□
対
象
　
中
学
生
以
上
の
町
内
在

住
･在
勤
･在
学
者

□
場
所
　
社
会
体
育
館

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
９
月
　
日
　

１４

（日）

※
各
大
会
の
参
加
申
し
込
み
は
、

社
会
体
育
館
で
受
付
い
た
し
ま
す
。

（
た
だ
し
、月
曜
日
は
休
館
日
で
す
）

護
身
術
講
習
会

　
町
体
育
協
会
主
催
で
は
、
護
身

術
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
犯
罪

等
か
ら
身
を
守
る
た
め
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

□
日
時
　
８
月
　
日
　
　
午
前
　

３１

（日）

１０

時
～
午
前
　
時
　
分

１１

３０

□
場
所
　
社
会
体
育
館

□
内
容
　
少
林
寺
拳
法
の
指
導
者

を
講
師
に
招
い
て
護
身
術
の
基

本
動
作
を
学
び
ま
す

□
対
象
　
中
学
生
以
上
の
男
女

□
講
師
　
砂
賀
　
晃
さ
ん

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
８
月
　
日
　

２４

（日）

体
育
指
導
委
員
と
一
緒
に
軽
ス

ポ
ー
ツ

□
日
時
　
９
月
　
日
　
　
午
前
９

１３

（土）

時
　
分
～
午
前
　
時
　
分

３０

１１

３０

□
場
所
　
東
小
学
校

□
内
容
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

輪
投
げ
等

□
対
象
　
小
学
生
以
上
の
町
内
在

住
・
在
勤
者

□
参
加
費
　
無
料

放
課
後
子
ど
も
教
室
参
加
者
募
集

　
 二
学
期
か
ら
放
課
後
子
ど
も

教
室
へ
参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た

を
募
集
し
ま
す
。

□
対
象
　
町
の
小
学
校
に
通
う
１

～
６
年
生

□
申
込
期
限
　
８
月
　
日
　

２３

（土）

□
申
込
方
法
　
中
央
公
民
館
に
用

意
し
て
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
保
険
代
金
５
０

０
円
を
添
え
て
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
へ
。

吹
き
矢
教
室

ふ
っ
と
一
息
メ
タ
ボ
解
消
！

□
日
時
　
９
月
４
・
　
・
　
・
　
日

１１

１８

２５

　
　
午
前
　
時
～
正
午

（木）

１０

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

□
参
加
費
　
無
料

□
定
員
　
　
人
３０

□
申
込
期
間
　
８
月
　
日
　
～
　

１９

（火）

２６

日
　（火）

□
申
込
方
法
　
中
央
公
民
館
へ
直

接
、
ま
た
は
電
話
（
緯
　
・
４

８４

４
９
１
）
で
申
し
込
む

【

】

社
会
体
育
館

根岸弥生ピアノコンサート

　７月１２日、ふるさと産業文化館にて、根岸弥生さんのピアノコンサート

が開かれました。弥生さんは、館林出身で世界で活躍をするピアニストで

す。４４０人の町内外の音楽好きな皆さんが、弥生さんのピアノを心から楽

しみました。

　会場は、小さな子ども達も多く、モーツァルトのキラキラ星変奏曲が奏

でられると、目を輝かせ親子で微笑む光景が、あちらこちらで見られました。ブルグミュラー２５の練習曲も多く

の方が練習する曲なので、ピアニストのタッチの素晴らしさを実感しました。中でも、ベートーヴェンの月光は、

息をのむ演奏でした。次回のコンサートが今から待ち遠しいです。　　                  （町民リポーター　有田理恵）

【

】

中
央
公
民
館



●ふるさと産業文化館・図書館緯84・5555（１１）広報めいわ　平成２０年８月１０日

宝
く
じ
文
化
公
演

群
馬
交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト

□
日
時
　
９
月
７
日
　
　
午
後
２
時

（日）

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

□
入
場
料
　
一
般
１
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
５
０
０
円
／
当
日

一
般
１
５
０
０
円
、
高
校
生
以

下
７
０
０
円
（
全
席
自
由
）

※
こ
の
公
演
の
入
場
料
は
、
宝
く

じ
の
助
成
に
よ
り
特
別
料
金
に

な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ふ

る
さ
と
産
業
文
化
館
へ
。

町
制
施
行
　
周
年
記
念
事
業

１０

第
２
回
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
フ
ェ

ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル

□
日
時
　
９
月
　
日
　
　
午
後
６
時

２７

（土）

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

□
出
演
者
　
町
内
お
よ
び
近
隣
市

町
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

□
入
場
料
　
無
料
（
全
席
自
由
）

※
優
先
的
に
入
場
で
き
る
整
理
券

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

（
敬
称
略
）

第
　
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流

２９
大
会

優
　
勝
　

島
田
タ
ミ
江
　

　
打（
大
輪
）

５２

準
優
勝
　

長
柄
　
克
己
　

　
打（
梅
原
）

５４

第
３
位
　

松
本
　
政
雄
　

　
打（
大
輪
）

５６

第
　
回
町
民
テ
ニ
ス
大
会

１０
男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

優
　
勝
　
台
・
荒
井
組

準
優
勝
　
堀
口
・
柳
島
組

第
三
位
　
石
村
・
猪
足
組

女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

優
　
勝
　
石
村
・
坂
村
組

準
優
勝
　
久
永
・
武
田
（
早
）
組

第
三
位
　
大
隅
・
折
原
組

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
の
部

優
　
勝
　
石
村
・
石
村
組

準
優
勝
　
猪
足
・
坂
村
組

第
三
位
　
荒
井
（
慶
）
・
小
島
組

第
６
回
少
林
寺
拳
法
演
武
会

　
６
月
　
日
、
中
央
公
民
館
講
堂

２９

に
お
い
て
、
少
林
寺
拳
法
の
近
隣

支
部
に
よ
る
演
武
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
保
護
者
や

一
般
の
か
た
約
１
０
０
人
の
前
で
、

少
林
寺
拳
法
の
紹
介
や
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

 Information  Information 

明和町図書館から　 月のおすすめ図書

●開館時間　午前９時３０分～午後６時１５分

●休館日　毎週月曜日・年末年始

Book図書館情報

◇幼児～小学校低学年

どうするどうする
あなのなか

3匹の野ねずみのあとを、
2匹の腹ぺこ山猫が追い
かけてくる。ところが途
中で、野ねずみも山猫も
深い穴に落ちてしまった。
どうやって穴から出よう
か…。

きむら ゆういち　文

◇小学生

やさいノート

私たちは野菜からどんな力を
もらっているんだろう? 植物
のどこを野菜として食べてい
るんだろう? 

いわさ ゆうこ 作

◇中学生～一般

ずっと、そこにいるよ。

あなたにも死んでいる「ひ
と」が見えますか? 大切な
ひとを失った悲しみの果て
に、季里が身につけた、そ
の「力」…。

早見 裕司　著

８

【

】

産
文
・
図
書
館

図書館映画会

◇一般

メタボリック
シンドローム

メタボリックシンドロームの
怖さをチャートやイラストで
やさしく解説。内臓脂肪を効
果的に減らすための食習慣
や運動の方法を専門医が教
える。

天狗のかくれ里

高畠　純　絵

山下 静也　監修

　夏休みに田舎へ来たマコト。いつの間に

か「天狗の結界」を越えてしまう・・・

□日時　８月２４日（日）　午後１時３０分

□場所　ふるさと産業文化館

□入場料　無料

※詳しくは、ふるさと産業文化館へお問い

合わせください。

着衣水泳(水害訓練)の様子

　
７
月
　
・
　
日
、
中
央
公
民
館

２５

２６

な
ど
で
「
災
害
な
ん
か
に
負
け
な

い
ぞ
！
教
室
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
小
学
校
４
～
６
年
生

を
対
象
に
災
害
に
対
す
る
知
識

を
学
び
、
体
験
を
通
し
て
、
い
ざ

被
災
し
た
と
き
に
対
応
に
困
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
。

児
童
た
ち
は
、災
害
が
起
き
そ
う

な
と
き
、ま
た
は
起
き
て
し
ま
っ

た
と
き
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し

た
ら
良
い
か
を
講
義
や
実
際
の

訓
練
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。ま

た
、ナ
イ
ト
ハ
イ
キ
ン
グ
や
町
の

昔
話
の
読
み
聞
か
せ
、魚
の
つ
か

み
取
り
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
児
童
は「
災
害
が
起

き
た
ら
、落
ち
着
い
て
行
動
す
る
、

慌
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
こ

と
が
大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。実

際
に
災
害
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ

た
と
き
に
は
生
か
し
て
い
き
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

練習成果を披露する児童

災
害
な
ん
か

　
負
け
な
い
ぞ
外



（１２）（１２）

※「みんなの声」は、役場庁舎内の掲示板にも掲示しています。

　先日、広報をとじるファイルが配付されま

した。毎年配付というのは環境・税金の面か

ら考えて無駄ではないかと思います。以前

住んでいた所では転入時に渡されたきりですし、十分

間に合いました。おきたければ、とじひもさえあれば

十分です。来年度からは、転入時に配付とした方がよ

いと思います。                              　　　　　　       

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（匿名）

　ご意見ありがとうございます。

　ご意見いただいた広報紙綴りは、過去の広

報紙の内容や綴りに記載の連絡先・マップな

どを何かの機会に役立てていただこうと配付していま

す。約２年分の広報紙が綴れる厚さとなっており２年

に１回毎戸に配付しているほか、転入されたかたにも

広報紙と一緒に配付しています。

　ご意見のとおり、転入時のみの配付で十分というか

た、今の配付方法を歓迎されるかた双方いらっしゃる

と思いますので、今後の配付方法について検討して行

きたいと考えております。　　　　　      

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（企画課）

※はいポーズは、３歳児以下のお子さんを掲載しています。掲載をご希望されるかたは、企画課にご連絡下さい。

３歳児健診で虫歯のない子を掲載しています。

石水 美優 ちゃん（梅原）
み ゆ う

尾崎 天  夢 ちゃん（新里）
あ む

小林 一喜 くん（下江黒）
か ず き

根岸 優月 ちゃん（矢島）
ゆ づ き

木村 勇輝 くん（新里）
ゆ う き

奈良原 遥生 くん（千津井）
は る き

ちゃん

１１か月　矢島
Ｈ１９年８月２２日生まれ

田中 理央奈 
り お な

早くお兄ちゃんと一
緒に遊べるともっと
楽しいね捲

（家族より）

くん

６か月　中谷
Ｈ２０年２月６日生まれ

笑顔がかわいい圭吾
くん竃いつまでもお
兄ちゃんと仲良くし
てね捲

（家族より）

香山 圭吾 
け い ご



（１３）広報めいわ　平成２０年８月１０日

　改築され新たにオープンした障がい者の自立を

支援する施設「明和町地域活動支援センター」を取

材させていただきました。「こんにちは！齋藤さん

は、あっちにいます！」と元気な声で案内してくだ

さった利用者に迎えられ玄関に行くとまず気がつ

いたのは、きちんと揃えて置いてある靴。そして、

一人一人の願いが込められた綺麗な七夕の飾りが

ありました。真新しいセンター内は段差のない床

にゴミ１つない広々とした部屋、作業・食事・懇談

のスペースが壁でなくイスとテーブルで区別され

開放的に配置されていました。

　現在、利用者は１１人・齋藤所長と小林さんの２

人のスタッフで指導しています。ただ単に作業し

ているのではなく、社会に少しでも適応し、毎日の生活がより円滑になるように、所長はお父さん、小林さんはお母

さんのように愛情を一人一人にかけ、挨拶・コミュニケーション・決められたルールを守る大切さを繰り返し繰り返

し訓練しています。朝礼は、笑顔の挨拶からスタートし、水入りのペットボトルを持って筋力アップを兼ねたラジオ

体操の後、作業開始。作業中は、勝手気ままな行動をせず決められたルールを守り、正確に黙々と作業をこなす集中

力には感心し、日ごろの愛ある指導が感じられました。昼食は、

お弁当を持参してきていますが、自分で作ってくる利用者もい

るとのこと。休憩時間は、ボール投げ・上毛カルタ等を楽しみ

メリハリのある生活をしています。

　庁舎・東西小・中学校・子ども園等の花壇、そして、花いっ

ぱい運動で各地区の花壇に咲く花の苗はセンターで利用者達

が丹精して育てた苗です。約１万鉢育てた苗ですが、手が足り

ず困った時には新里区長の岩瀬さんが手伝ってくださったと

感謝していました。地域の住民とのかかわり、会話してコミュ

ニケーションすることは、大切な自立の1歩であるため、

近々！同敷地の社会福祉会館利用者と触れ合い交流する予定

とのことです。センターは、出入り自由で

すので、笑顔であいさつ！からコミュニ

ケーションをはじめてみませんか？皆さんで、交流し活動できるように支援していきましょう！

【取材を終えて・・】

　毎日の訓練は、家庭生活が基本ですが、家族でない人との交流も大切な為、家庭と地域をつなぐ

センターはとても重要です。現在、指導者２人ですが、所長が会議などで出張の時や、雨の時は危

険防止のために車で送迎していますので１人で指導することになる。日ごろの指導する人数が足

りないのでは？と取材を通して強く実感しました。

作業に打ち込んでいる利用者

大きな愛に
　　つつまれて！！ （川 俣）

町民リポーター

有田理恵

丁寧に袋詰めの作業をしている利用者

地域活動支援センターを取材



（１４）

INFORMATION

掲示板

（１４）

　
館
林
高
等
校
は
地
域
に
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
学

校
を
公
開
す
る
と
共
に
、
学
校
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
日
時
　
８
月
　
日
　
　
午
前
９

２１

（木）

時
～
午
後
３
時

□
場
所
　
館
林
高
等
学
校

□
内
容
　
体
験
授
業
お
よ
び
学
校

説
明
会

・
第
一
部
　
午
前
９
時
　
分
～
午

２０

前
　
時
　
分

１０

４５

・
第
二
部
　
午
前
　
時
　
分
～
午

１０

２０

前
　
時
　
分

１０

４５

・
第
三
部
　
午
後
１
時
　
分
～
午

２０

後
　
時
　
分

１４

４５

※
各
回
最
初
の
　
分
が
体
験
授
業

３０

（
公
開
）
で
す
。

　
な
お
、
部
活
動
は
正
午
ま
で
の

公
開
で
す
。
学
生
食
堂
も
利
用
で

き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ご
覧

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
館
林
高

等
学
校
へ
。

　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
影
響
に

よ
り
、
東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
子

力
発
電
所
の
７
基
が
全
て
停
止
し

て
お
り
ま
す
。

　
お
客
さ
ま
を
は
じ
め
、
社
会
の

み
な
さ
ま
に
大
変
な
ご
心
配
を
お

掛
け
し
て
い
る
こ
と
を
心
か
ら
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
、
今
夏
に
お
か
れ
ま

し
て
も
「
節
電
」
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
す
べ
て
の

年
金
受
給
者
と
加
入
者
の
か
た
に

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」を
お
届
け
し

て
い
ま
す
。

緑
色
の
封
筒
が
届
き
ま
し
た
ら
、

年
金
記
録
の
ご
確
認
を
お
願
い
い

た
し
ま
す

・
年
金
記
録
に
「
も
れ
」
や
「
間

違
い
」
が
な
い
か
十
分
に
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す

・「
も
れ
」
や
「
間
違
い
」
が
あ
る

場
合
も
、
な
い
場
合
も
、
必
ず

ご
回
答
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す

ま
わ
り
の
か
た
に
も
よ
び
か
け
て

く
だ
さ
い

　
ご
家
族
の
か
た
な
ど
に
「
ね
ん

き
ん
特
別
便
」
が
届
い
た
ら
、
過

去
の
職
歴
に
つ
い
て
一
緒
に
記
憶

を
た
ど
っ
て
み
る
な
ど
、
多
く
の

か
た
か
ら
ご
回
答
を
い
た
だ
け
る

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
月
ま
で
に
青
色
の
封
筒
で
「
ね

ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
い
た
か
た

は
年
金
記
録
に
も
れ
が
あ
る
可
能

性
が
高
い
か
た
で
す

　
ま
だ
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
な

い
か
た
が
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
社
会
保
険
事
務
所

へ
。
あ
る
い
は
、
ね
ん
き
ん
特
別

便
専
用
ダ
イ
ア
ル
（
緯
０
５
７
０
・

０
５
８
・
５
５
５
、
た
だ
し
、
Ｉ

Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
は
緯
　
・
６
７

０３

０
０
・
１
１
４
４
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w

.sia
.g
o
.jp
/

）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　
交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
、
犯
罪

の
被
害
に
あ
っ
て
警
察
に
訴
え
た

が
、
検
察
官
が
、
そ
の
事
件
を
裁

判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の

か
た
の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
費
用
は
、
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期

に
引
き
揚
げ
て
き
た
か
た
が
た
が
、

当
時
国
内
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で

き
な
く
て
税
関
な
ど
に
預
け
ら
れ

た
通
貨
や
証
券
な
ど
を
お
返
し
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
本
人
だ
け

で
な
く
、
家
族
の
か
た
が
た
も
電

話
・
郵
便
な
ど
で
問
い
合
わ
せ
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
実

際
に
預
け
た
か
ど
う
か
不
明
な
場

合
で
も
調
査
で
き
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
東
京
税
関
前
橋
出

張
所
へ
。

お
知
ら
せ

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
！

検
察
審
査
会

　
太
田
検
察
審
査
会

　
　
緯
０
２
７
６
・
　
・
７
７
５
１

４５

定
期
相
談
・
健
診

【
町
の
無
料
法
律
相
談
】

□
日
時
　
９
月
　
日
　
　

１０

（水）

　
午
前
　
時
～
午
後
１
時

１０

□
場
所
　
役
場
委
員
会
室

□
対
象
　
明
和
町
民

□
担
当
　
福
島
弁
護
士

□
受
付
期
間
　
９
月
１
～
８
日

ま
で
に
総
務
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
予
約
制
）

【
人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談
】

□
日
時
　
９
月
　
日
　

１６

（火）

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
役
場
会
議
室

【
年
金
相
談
】

□
日
時
　
９
月
　
日
　

１８

（木）

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
館
林
市
役
所

【
交
通
事
故
相
談
】

□
日
時
　
９
月
５
・
　
日
　

１９

（金）

　
 午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

□
場
所
　
太
田
市
役
所

【
健
康
相
談
】

□
日
時
　
９
月
２
日
　（火） 

　
午
前
９
時
　
分
～
午
前
　
時

３０

１０

　
分
受
付

３０
□
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
    

□
対
象
　
乳
幼
児
・
成
人

【
乳
幼
児
健
診
】

□
日
時
　
９
月
　
日
　

１１

（木）

　
午
後
１
時
～
午
後
２
時
の
受

　
付

□
対
象
　
　
年
９
月
生
、　
年
９
・

１８

１９

　
、　
年
２
・
５
月
生

１１

２０

館
林
高
等
校
学
校
で
体
験

授
業
等
が
開
か
れ
ま
す

　
県
立
館
林
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
４
３
０
７

７２

終
戦
後
の
混
乱
期
に
引

き
揚
げ
て
き
た
皆
様
へ

　
東
京
税
関
前
橋
出
張
所

　
緯
０
２
７
・
２
２
１
・
５
２
８
４

こ
の
夏
も
節
電
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す

　
東
京
電
力
太
田
支
社

　
　
緯
０
１
２
０
・
　
・
５
２
２
２

９９

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」年
金
記
録

の
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
太
田
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
３
７
１
２

４９



（１５）広報めいわ　平成２０年８月１０日

　
便
利
で
安
全
な
電
気
は
、
生
活

や
産
業
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
し
か
し
、
使
い

方
を
ま
ち
が
え
る
と
、
思
わ
ぬ
事

故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
特
に
夏
は
電
気
に
よ
る
事
故
が

多
く
発
生
し
て
い
る
た
め
、
８
月

を
経
済
産
業
省
主
唱
の
「
電
気
安

全
月
間
」
と
し
て
、
電
気
使
用
の

安
全
運
動
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、

い
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
恩
給

欠
格
者
、戦
後
強
制
抑
留
者
、引
揚

者
の
ご
本
人
に
、特
別
慰
労
品
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。（
ご
遺
族
の
か

た
は
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
）

　
引
揚
者
は
、
終
戦
の
日
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
外
地
で
生
活
し

て
い
て
戦
後
引
き
揚
げ
て
き
た
家

族
全
員
が
対
象
で
す
。

　
請
求
書
等
は
、
住
民
福
祉
課
の

窓
口
に
あ
り
ま
す
。
請
求
期
間
は

平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
で
す
。

２１

３１

未
請
求
の
か
た
は
、
早
急
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
資
格
要
件
等
の
質
問
は
、　

平
（独）

和
祈
念
事
業
特
別
基
金
（
0
1
2

0
・
2
3
4
・
9
3
3
）
へ
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
９

１０

２６

（日）

時
　
分
～
正
午

４０

□
場
所
　
高
崎
経
済
大
学

□
受
験
料
　
８
５
０
０
円

□
申
込
期
間
　
８
月
１
日
～
　
日
２９

（
受
験
申
込
書
配
布
は
８
月
１

日
～
　
日
）

２２

※
受
験
申
込
書
配
布
お
よ
び
受
付
、

問
い
合
わ
せ
は
、
建
設
水
道
課
へ
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
若

年
者
納
付
猶
予
ま
た
は
学
生
納
付

特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
に
つ

い
て
は
、　

年
以
内
で
あ
れ
ば
保

１０

険
料
を
後
か
ら
遡
っ
て
納
め
る
こ

と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
３
年
目
以
降
に

遅
納
す
る
場
合
に
は
、
当
時
の
保

険
料
に
経
過
し
た
年
数
に
応
じ
て

加
算
が
付
き
ま
す
。

　
も
し
、
免
除
の
承
認
を
受
け
た

ま
ま
で
追
納
し
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が
、
保
険

料
を
全
額
納
め
た
場
合
と
比
べ
て

３
分
の
１
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
若
年
者
納
付
猶
予
や
学

生
納
付
特
例
を
受
け
た
ま
ま
で
追

納
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の

期
間
に
つ
い
て
は
、
年
金
を
受
け

る
た
め
の
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
額
に
は

反
映
し
ま
せ
ん
。

※
追
納
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
、

お
申
し
込
み
は
健
康
づ
く
り
課
、

ま
た
は
、
太
田
社
会
保
険
事
務
所

（
緯
　
・
３
７
１
２
）
へ
。

４９

　
民
事
裁
判
に
も
、
め
ざ
ま
し
い

発
展
を
遂
げ
て
い
る
情
報
通
信
技

術
が
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
代
表
が
、「
テ
レ
ビ
会
議
・

電
話
会
議
」の
両
シ
ス
テ
ム
で
す
。

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
は
遠
隔
地
の

当
事
者
等
が
裁
判
所
に
出
頭
す
る

こ
と
な
く
証
拠
調
べ
や
争
点
整
理

の
手
続
に
参
加
す
る
こ
と
を
可
能

に
し
た
も
の
で
、
近
年
そ
の
利
用

範
囲
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
民
事
裁
判
を
利
用

し
や
す
く
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
前
橋
地
方
裁
判
所
へ
。

　
役
場
や
税
務
署
、
社
会
保
険
事

務
所
、
電
話
会
社
な
ど
の
職
員
を

装
っ
て
、
現
金
を
だ
ま
し
取
る

「
還
付
金
詐
欺
」
の
被
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

・
税
金
、
年
金
な
ど
の
連
絡
は
文

書
で
届
き
、
電
話
で
の
連
絡
は

あ
り
ま
せ
ん

・
還
付
金
受
け
取
り
の
た
め
に
現

金
自
動
預
け
払
い
機
の
操
作
を

求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

・
納
税
の
た
め
に
金
融
機
関
の
口

座
を
指
定
し
て
振
り
込
み
を
求

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

・
「
還
付
金
が
あ
り
ま
す
」「
払
い

戻
し
金
が
あ
り
ま
す
」
な
ど
の

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
と
き
は

還
付
金
詐
欺
を
疑
い
、
役
場
や

税
務
署
、
社
会
保
険
事
務
所
な

ど
に
直
接
確
認
す
る
か
、
家
族

や
警
察
に
相
談
す
る
な
ど
冷
静

に
対
応
す
る

※
詳
し
く
は
、県
庁
県
民
生
活
課
へ
。

　
解
雇
や
配
置
転
換
な
ど
、
労
使

間
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
県
労
働
委
員
会
で
は
、
個
々

の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

□
対
象
　
県
内
に
あ
る
事
業
所
の

労
働
者
・
事
業
主

□
対
象
事
案
　
解
雇
、
雇
止
め
、

配
置
転
換
、
出
向
、
懲
戒
処
分

な
ど
の
労
働
条
件
、
そ
の
他
労

働
問
題
に
関
す
る
紛
争

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
県
労
働
委
員
会
へ
。

　
前
橋
財
務
事
務
所
で
は
多
額
の

借
入
等
に
お
悩
み
の
か
た
の
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。
費
用
は

無
料
で
す
。
相
談
員
が
電
話
や
来

庁
で
相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ

て
法
律
専
門
家
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　
多
額
借
金
問
題
！
一
人
で
悩
ま

ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。
個
人
の
秘

密
は
堅
く
守
り
ま
す
。　

８
月
は
電
気
使
用
安

全
月
間
で
す

　
　
関
東
電
気
保
安
協
会
東
毛
営
業
所

（財）
　
　
　
　
　
　
緯
　
・
８
３
３
３

４６

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験

　
建
設
水
道
課

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
３
１
１
１

８４

恩
給
欠
格
者
、戦
後
強
制
抑

留
者
、引
揚
者
の
皆
様
へ

　
住
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
3
1
1
1

84

国
民
年
金
保
険
料
の

追
納
を
お
勧
め
し
ま
す

　
健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
３
１
１
１

８４

多
重
債
務
相
談
窓
口

の
ご
案
内

　
関
東
財
務
局
前
橋
財
務
事
務
所

　
緯
０
２
７
・
２
２
１
・
４
４
９
５

ご
存
じ
で
す
か
？
民
事
裁
判
で

の
テ
レ
ビ
会
議
・
電
話
会
議

　
前
橋
地
方
裁
判
所

　
緯
０
２
７
・
２
３
１
・
４
２
７
５

労
働
者
個
人
と
事
業
主
と
の
間

の
ト
ラ
ブ
ル
を
調
整
し
ま
す

　
県
労
働
委
員
会

　
緯
０
２
７
・
２
２
６
・
２
７
８
３

還
付
金
詐
欺
に
注
意

し
ま
し
ょ
う

　
県
庁
県
民
生
活
課

　
緯
０
２
７
・
２
２
６
・
２
３
５
５



（１６）

INFORMATION

（１６）

　
両
毛
広
域
都
市
圏
総
合
整
備

推
進
協
議
会
で
は
、
両
毛
地
域
　１１

市
町
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
第
６
回
両
毛
交
流
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
み
ど
り
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
今
年
は
『
両
毛
広
域
で
い
ち
ば

ん
新
し
い
市
、「
み
ど
り
市
」
を
歩

こ
う
』
～
自
然
ゆ
た
か
な
草
木
湖

と
富
弘
美
術
館
を
め
ぐ
る
～
を

テ
ー
マ
に
、
み
ど
り
市
の
名
所
や

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
コ
ー

ス
を
設
定
し
、
次
の
と
お
り
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　

１０

２６

（日）

・
受
付
　
午
前
８
時
　
分
～
　
分

１５

４５

・
開
会
式
　
午
前
９
時

□
場
所
　
み
ど
り
市
 東
 運
動
公
園

あ
ず
ま

□
コ
ー
ス

・
秋
の
草
木
湖
満
喫
コ
ー
ス
（
約

　
　
）

１２
km

・
ぶ
ら
り
富
弘
美
術
館
見
学
コ
ー

ス
（
約
７
　
）
km

□
募
集
人
数
　
１
０
０
０
人

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
９
月
　
日
　
（
募

３０

（火）

集
人
数
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
）

□
申
込
方
法
　
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
参
加
コ
ー
ス
、

電
話
番
号
を
明
記
し
（
複
数
の

場
合
は
全
員
分
）、
所
定
の
用

紙
ま
た
は
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
緯
０
２
７
７
・
　
・
２
４
４

７６

９
）
で
申
し
込
む

□
宛
先
　
〒
３
７
９
―
２
３
９
５

み
ど
り
市
笠
懸
町
鹿
２
９
５
２
　

群
馬
県
み
ど
り
市
  広
域
調
整

室
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（h

ttp
://w
w

w
.su
n
fie
ld
.n
e
.jp
/ry
o
u
m
o
u
k
o

u
ik
i/

）
で
も
申
し
込
め
ま
す
。
詳

し
く
は
、
企
画
課
（
緯
　
・
３
１

８４

１
１
）
へ
。

　
放
送
大
学
で
は
、平
成
　
年
度

２０

第
２
学
期（
　
月
入
学
）の
学
生
を

１０

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。様
々
な
目
的
で

幅
広
い
世
代
、職
業
の
か
た
が
学

ん
で
い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
等
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

※
出
願
期
限
は
、
８
月
　
日
　
必

３１

（日）

着
で
す
。
な
お
、
資
料
を
無
料
で

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　
食
の
安
全
・
安
心
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
野

菜
・
庭
木
・
農
産
加
工
等
の
基
礎

的
知
識
が
得
ら
れ
る
公
開
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

　
講
座
名
・
研
修
内
容
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。

講
座
名
「
土
作
り
」

□
日
時
   　
月
５
日
　
　
午
前
９

１０

（日）

時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

□
定
員
　
　
人
３０

講
座
名
「
秋
冬
の
庭
木
監
理
」

□
日
時
   　
月
２
日
　
　
午
前
９

１１

（日）

時
～
正
午

□
定
員
　
　
人
２０

講
座
名
「
こ
ん
に
ゃ
く
加
工
」

□
日
時
   　
月
　
日
　
　
午
前
９

１１

２７

（木）

時
～
正
午

□
定
員
　
　
人
２０

講
座
名
「
そ
ば
加
工
」

□
日
時
   　
月
　
日
　
　
午
前
９

１２

１１

（木）

時
～
正
午

□
定
員
　
　
人
２０

講
座
名
「
家
庭
果
樹
の
管
理
」

□
日
時
   平
成
　
年
１
月
　
日
　

２１

１４

（水）

午
前
９
時
～
正
午

□
定
員
　
　
人
３０

◎
各
講
座
共
通

□
場
所
   農
林
大
学
校
（
高
崎
市
）

□
受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
は
自

己
負
担
）

□
申
込
期
限
   ８
月
　
日
　
必
着

２９

（金）

□
申
込
方
法
   往
復
ハ
ガ
キ
に
講

座
名
、
開
催
日
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
農
林
大

学
校
研
修
部
（
〒
３
７
０
・
３

１
０
５
　
高
崎
市
箕
郷
町
西

明
屋
１
０
０
５
）
へ
申
し
込
む

※
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
１
講
座

の
み
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
く

は
、
県
立
農
林
大
学
校
へ
。

□
日
時
   ９
月
　
日
　
　
午
前
９

２７

（土）

時
　
分
～
午
後
４
時

３０

□
場
所
   群
馬
松
嶺
福
祉
短
期
大

学
（
太
田
市
）

□
対
象
   ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資
格

を
有
す
る
就
業
希
望
者
ま
た

は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
業
務
初

任
者
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資
格

取
得
者
の
み
）

□
定
員
　
　
人
４０

□
参
加
費
　
３
０
０
０
円

□
申
込
期
限
　
９
月
　
日
　

１５

（月）

□
申
込
方
法
 【
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
】

（
申
し
込
み
用
紙
指
定
あ
り
）

指
定
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
申
し
込
む

　【
郵
送
の
場
合
】（
申
込
用
紙
指

定
な
し
）
用
紙
に
①
希
望
会
場

（
第
２
希
望
ま
で
記
入
）
②
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
自
宅
住

所
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

③
職
場
の
住
所
・
電
話
番
号
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
④
就
業
年
数
⑤

ヘ
ル
パ
ー
資
格
取
得
年
お
よ

び
級
を
記
入
の
う
え
、　

円
切

８０

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
て
郵
送
す
る
（
受
講
票

は
締
め
切
り
日
以
降
送
付
）　

　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
庭

緑
化
推
進
な
ど
の
た
め
緑
化
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

□
日
時
　
９
月
　

日
　
　
午
前

１８

（木）

　
時
～
正
午
ま
で
（
雨
天
決
行
）

１０
□
場
所
　
緑
化
セ
ン
タ
ー（
邑
楽
町
）

□
定
員
　
　
人
６０

□
受
講
料
　
無
料

□
申
込
開
始
　
９
月
１
日
　
（
定

（月）

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

□
申
込
方
法
   緑
化
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で
申
し
込
む
　

※
金
額
は
税
抜
き
で
す
。

▼
建
設
水
道
課

公
共
下
水
道
事
業
　
明
和
１
号
幹
線

募
集
し
ま
す

両
毛
交
流
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

み
ど
り
大
会
参
加
者
募
集

　
み
ど
り
ブ
ロ
ッ
ク
実
行
委
員
会

　
　
緯
０
２
７
７
・
　
・
０
９
５
９

７６

訪
問
介
護
員
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
参
加
者
募
集

　
県
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
協
議
会

　
緯
０
２
７
・
２
５
５
・
６
０
３
１

入
札
結
果

放
送
大
学
で
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か

　
放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

　
緯
０
２
７
・
2
3
0
・
1
0
8
5

緑
化
講
座「
庭
木
の
整
枝
・

せ
ん
定
」 受
講
者
募
集

　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
７
１
８
８

８８

「
農
と
食
の
ふ
れ
あ
い

講
座
」受
講
者
募
集

　
県
立
農
林
大
学
校

　
緯
０
２
７
・
３
７
１
・
３
２
４
４



（１７）広報めいわ　平成２０年８月１０日

管
渠
築
造
工
事
（
　
・
　
・
１
工
区
）

２０

１２

工
事
場
所
　
大
佐
貫
地
内

予
定
価
格
　
２
５
６
０
万
円

落
札
金
額
　
２
４
８
０
万
円

請
負
会
社
　
原
工
業
　（株）

上
水
道
大
輪
浄
水
場
さ
く
井
工
事

設
計
監
理
業
務
委
託

工
事
場
所
　
大
輪
地
内

予
定
価
格
　
４
７
０
万
円

落
札
金
額
　
４
４
０
万
円

請
負
会
社
　
　
協
和
設
計
事
務
所

（株）

町
道
１
・
１
２
１
号
外
２
線
　
測

量
・
設
計
業
務
委
託

工
事
場
所
　
斗
合
田
地
内

予
定
価
格
　
７
０
０
万
円

落
札
金
額
　
６
５
０
万
円

請
負
会
社
　
北
関
東
設
計
測
量
　（株）

町
道
２
・
３
０
１
号
線
　
測
量
・

設
計
業
務
委
託

工
事
場
所
　
新
里
地
内

予
定
価
格
　
１
８
７
万
円

落
札
金
額
　
１
８
０
万
円

請
負
会
社
　
　
Ｇ
Ｉ
Ｓ
関
東
群
馬

（株）

支
店

町
道
３
・
１
７
６
号
線
　
測
量
・

設
計
業
務
委
託

工
事
場
所
　
大
佐
貫
地
内

予
定
価
格
　
１
５
０
万
円

落
札
金
額
　
１
４
４
万
円

請
負
会
社
　
晃
和
測
量
設
計
　（株）

町
道
　
号
線
　
測
量
・
設
計
業
務

１６

委
託

工
事
場
所
　
南
大
島
地
内

予
定
価
格
　
１
５
６
万
円

落
札
金
額
　
１
４
８
万
円

請
負
会
社
　
　
島
崎
測
量
設
計

（有）

公
共
下
水
道
事
業
枝
線
管
渠
築
造

工
事
（
　
・
８
・
４
工
区
・
そ
の
１
）

２０

工
事
場
所
　
南
大
島
地
内

予
定
価
格
　
１
７
８
０
万
円

落
札
金
額
　
１
７
２
０
万
円

請
負
会
社
　
　
徳
川
組

（株）

公
共
下
水
道
事
業
枝
線
管
渠
築
造

工
事
（
　
・
　
・
１
工
区
）

２０

１２

工
事
場
所
　
大
佐
貫
地
内

予
定
価
格
　
１
７
３
０
万
円

落
札
金
額
　
１
６
６
０
万
円

請
負
会
社
　
渡
辺
建
設
　
館
林
支

（株）

店
公
共
下
水
道
事
業
枝
線
管
渠
築
造

工
事
（
　
・
　
・
６
工
区
）

２０

１２

工
事
場
所
　
大
佐
貫
地
内

予
定
価
格
　
１
７
０
０
万
円

落
札
金
額
　
１
６
５
０
万
円

請
負
会
社
　
荒
井
建
設
　（株）

公
共
下
水
道
事
業
枝
線
管
渠
築
造

工
事
（
　
．
９
．
６
工
区
）

２０

工
事
場
所
　
南
大
島
地
内

予
定
価
格
　
１
６
１
０
万
円

落
札
金
額
　
１
５
７
０
万
円

請
負
会
社
　
栗
原
建
設
　（株）

公
共
下
水
道
事
業
枝
線
管
渠
築
造

工
事
（
　
・
９
・
７
工
区
）

２０

工
事
場
所
　
南
大
島

予
定
価
格
　
１
３
１
０
万
円

落
札
金
額
　
１
２
８
０
万
円

請
負
会
社
　
　
明
石
工
業

（有）

▼
都
市
計
画
課

桜
並
木
路
休
憩
施
設
水
路
整
備
工

事工
事
場
所
　
上
江
黒
地
内

予
定
価
格
　
４
２
０
万
円

落
札
金
額
　
４
０
５
万
円

請
負
会
社
　
荒
井
建
設
　（株）

【
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
】

岡
安
　
 洸
 
（
秀
・
忍
慨
中
谷
）

こ

う

荻
野
 娃
花
 
（
整
一
・
幸
子
慨
下
江
黒
）

あ

い

か

小
磯
 隼
人
 
（
健
一
・
麻
美
慨
南
大
島
）

は

や

と

飯
塚
 心
美
 
（
政
行
・
由
希
慨
千
津
井
）

こ

こ

み

田
部
井
 琉
斗
 
（
貴
之
・
佳
子
慨
新
里
）

る

い

と

【
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
】

坂
上
ミ
エ
子
　
　

中
　
谷
　
喜
平
治

68

野
中
げ
ん
　
　
　

江
　
口
　
　
―

７７

野
本
得
一
　
　
　

千
津
井
　
佐
市

８１

租
田
み
つ
江
　
　

梅
　
原
　
利
廣

８３

奈
良
祐
次
　
　
　

田
　
島
　
き
よ
子

８４

野
本
ア
サ
　
　
　

大
　
輪
　
章
吉

９３

小
林
ノ
ブ
　
　
　

矢
　
島
　
　
―

９３

山
岸
き
ち
　
　
　

千
津
井
　

百
治

９５

※
戸
籍
の
窓
で
は
、
広
報
め
い
わ

へ
の
掲
載
を
希
望
し
た
人
だ
け
載

せ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
企
画
課
（
緯
　
・
３
１
１
１
）

８４

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
窓

文芸
《

明

和

歌

会

（

田

芝

）
》

まちの
露
草
の
紫
匂
う
見
舞
状
病
む
友
の
笑
顔
想
い
つ
つ
書
く

礒
川
　
千
秋

 昨
夜
 の
風
に
置
き
忘
れ
ら
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●広報めいわは、自然保護のため再生紙と大豆油インキを使用し作成しています。

ふるさと明和

（平成２０年7月１日現在）

　総人口　１１，６５８人　（＋１）
　　男　　　５，８６５人　（＋７）
　　女　　　５，７９３人　（－６）
　世帯数　　３，７７７世帯（＋６）

　　　　※（　）内の数字は前月比

町の人口と世帯

　　士急病……………２３件
　　士交通事故………　３件
　　士その他…………１５件
　　士合計……………４１件

７月の救急車出動回数

フォトコンテスト

写真家　野村誠一が選ぶ

※入賞者の作品を掲載しています。（敬称略）

写真家 野村誠一先生

館林邑楽全地区館　林明　和
千代田

期　日
耳鼻科小児科・内科外　科内　科

板倉耳鼻科
（８０）４３３３

横田医院
（７２）０２５５

小曽根整形
（７２）７７０７

橋田内科
（７２）０００１

ミツワ診療所
（７０）３０３０

８月１７日（日）

－
益田小児科
（６２）５５３５

澤田皮膚外科
（７０）７７０３

記念病院
（７２）３１５５

館林地区
と同じ

８月２４日（日）

川村耳鼻科
（７２）１３３７

星野こども 
（小児科のみ）
（７０）７２００

館林医院
（７４）２１１２

吉田内科 
（７０）７１１７

館林地区
と同じ

８月31日（日）

今村クリニック
（７０）２２２１

長谷川クリニック
（８０）３３１１

最上胃腸科
（７４）３７６３

松井内科
（７５）９８８０

福田ペイン
（８４）１２３３

９月  ７日（日）

－
森下内科
（７３）７７７６

慶友整形 
（７２）６０００

落合医院

（７２）３１６０

館林地区
と同じ

９月１４日（日）

－
神尾内科 
（７５）１２８８

海宝病院
（７４）０８１１

まりレディス
（７６）７７７５

－９月15日（月）

　○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　○救急テレホンサービス(緯７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています

緊　　　　急
夜　　　　間

（午後７時～１０時）
歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

緯７２・３１４０

夜間急病診療所（内科・外科）
　緯７３・２３１３（要電話確認）

（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
緯７３・８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

休祝日当番医 必ず電話してから受診してください

「ぼくたちのおうち」　　　野口　マリ

入　選　


